
　  は 0<<1  をみたす実数とする。任意の自然数 n に対して ,  2 -n 1    の整数部分を na  とし ,  - n 12  = na + nb   

とおくと ,  

n  が奇数のとき  0( nb <
1
2

 

n  が偶数のとき 
1
2

< nb <1 

になるという。 na  ,  および   を求めよ。
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整数部分と小数部分を扱った数列


